
附
鑑
の
も
の
は
比
し
就
籍
力
強
さ
戚
が
あ
-
且
高
度
も
大
で
あ
る
｡
前
者
は
沖
積
前
期
､
後
者
は
沖
積
後
期
の
各
隆

起
は
紬
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
ら
う
｡
兎
に
角
海
の
中
道
は
単

一
な
る
も
の
に
非
し
て
複
合
沙
曙
と
栴
す
べ

き
も
の

で
あ
る
｡
歯
地
附
妃
の
第
四
紀
暦
は
就

い
て
は
山
根
致
接
が
詳
細
夜
御
研
究
を
成
さ
れ
て
屠
-,h班
に
其
の

.i
部
を
御

登
表
に
在
ら
れ
て
居
る
か
ら
次
の
論
文
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
｡

P
hy
s
i
)
g

ra
p
h
ic
ch
a
n
g
e
s
in
th
e
n
o
rth
･w
es
t

e
rn
Co
a
st
o
f
K
y
u
sh
u
in
th
e
Q
u
a
te
rn
a
ry
P
e
Tio
d
…

.

B

y
S
.
Y
a

mane
P
roc
.
o
f
th
e
5
th
P
a
c
iか
c
S
c
i.
G
o
n
g
.
C

anada
1
9
33
V
o
1.2
P
.
)5
9
9

恭
-
も
山
規

･
木
下
画
数
接
の
御
杖
閥
を
弼
-
厚
-
戚

謝
致
し

ま
す

｡(終
-
)

伊
賀
上
野
に
放
け
る
安
政
地
震
碑
井
に

常
時
の
地
愛
に
就

い
て

安
政
元
年
六
月
十
五
日
の
地
震
は
'
伊
賀
上
野
附
近

ほ
於
t
t
只
に
人
畜
家
屋
の
損
審
の
み
在
ら
ず
'
祁
常

顕
著
在
る
地
塵
を
揮
っ
た
79
の
と
皿
は
る
｡
日
本
地
震

仰

釈
上
野
に
於
け
ろ
砿
故
地
出
納
井
に
:I.{=
畔

の
地
建

に
就

い
て

上

清

景

次

郎

資
料
に
記
せ
る
上
野
町
及
郷
方
の
死
者
は
五
官
八
十
人

は
及
ぶ
｡
今
村
教
授
は
麓
災
欧
文
報
告
第
二
十
五
既
に

放

て､
常
時
柘
植
川
は
滑
S
長
さ

一
粁
､
巾
二
百
米
の

1
C二

二
九



地

･

球

妨
二
十
六
港

間
南
方
は
濃
大

二

五
米
洗
下
せ
し
由
む
述
べ
ら
る
｡

苗
に
精
々
英
機
的
の
相
称
を
得
た
る
む
以
で
'
其
の
概

略
を
記
し
'
後
日
の
参
考
に
供
す
る
精
-
で
あ
る
｡

上
野
町
よ
･
CL
来
聴

へ
､
大
利
術
通
は
滑
ひ
で
服
部
村

に
東
ら
ひ
と
す
る
魔
服
部
川
に
架
す
る
橋
畔
に
同
大
震

は
よ
る
死
者
供
養
の
馬
法
華
塔
が
鍵
で
J
あ
る
O
塔
は

高
n
百
九
十
糎
､
巾
六
十

山
糎
の
載
掃
岩
に
て
造
-
､

二
重

蛍
の
上
に
建
v
p
基
礎
は
石
垣
を
以
工
向
く
造
ら

れ
て
居
る
(範

一
問
)｡

こ
の
塔
は
櫨

の
葦
に
抑
も
れ
て

節 一 間
tiE政元dI三六月十五Fl大地
窮死蒋1,rr:･巷法難塔
(豊禦 崇L砦蒜あ 1'､)

一.-1Y

文
に
ょ
つ
て
之
h
t知
み
得
る
｡
即
ち
'

は
居
る
が
､
死

者
五
仔
九
十
五

人
の
慰
鋸
の
た

め
に

一
周
忌
に

於
で
建
て
ら
れ

た
る
乙
と
は
碑

次
の
如
し
｡

( ′ーヽ
南 米
LlnLITll-
＼_ ＼_.

法
粥
塔

(行
朝
に
て
火
辞
す

)

率

氷
七
4-三
六
月
十
九
日
の
鵬
､
大
地
怒
に
よ
り
て
家
た
ふ
れ

此
死
蒋
先
甘
九
十
先
人
に
を
よ
べ
淡
を
､
脚
新
棟
に
は
こ
れ

を
あ
は
れ
び
於
ひ
て
'閥
民
あ
ま
た
の
∩
ロ
を
お
も
は
九
.て
,

餅

二
批

10
二

二大

死
希
弧
革

･3
た
め
､
同
叫
七
月
鯛
内
緒
宗

の
寺
院
に
0

(
四
郎
)

お
ほ
せ
て
此
肝
に
お
い
て
火
施
餓
鬼
を
行
は
せ
た
ま

(
リ
｡

そ
の
法
骨
と
常
恩
の
あ
り
が
た
さ
を
□
口

の
訴
人
に
北
ハ
に
感

供

の
軸
を
し
ぼ
リ
ロ

な
き
塊
を
､
世
に
あ
る
人
も
か
-
ま
で

の
粍
き
(
十
六
字
不
明
瞭
)
に
法
群
雄
入
谷
を
お
き
め
塔
を
た

て
俳

裾
を
,j
L

Tl
用
意
を
謄
み
て
｡

(
北
桝
)
.
功
徳
.i
.上
行
寺
菰
草
根
日
長
敬
白

安
政
二
乙
卿

Iハ
月

岡
滋

朕
岡
文
四
郎
仰
肌
ハ

森
川
六
宥
柵
門
脊
比

椛
非
文
典
柑
淀
緋

旗
岡
文
綿
郎
保
雷

同
誠
祁
助

菊
輸
茂
助
好
之

締
日
韓
神
保
腕

供
養
の
法
華
塔
に
記
せ
る
死
者
の
数
と
地
盤
発
揮
に

記
せ
る
死
者
の
数
と
少
し
-
興
っ
て
居
る
｡
何
れ
に
し

て
も
伊
賀
北
部
の
被
蜜
の
大
で
あ
っ
た
rJ
と
を
知
る
k

足
る
｡
地
震
は
六
月
十
二
=
よ
-
括
れ
初
め
'
十
五
日

丑
刻
頃
に
大
烈
震
h
t生
じ
ね
と
健

へ
て
ゐ
る
｡
上
野
町

は
金
潰
家
屋

一
割
五
分
に
及
び
､
武
家
衆
死
者
三
十
六

負
傷
二
十
八
､
町
家
死
者
.pT
三
十

l
t
負
傷
官
十
二
に



及
ぶ
と
い

ふ
｡
隣
村
に
放
て

は
三
凹
相
の
披
客
甚
大
で

あ
っ
て
､
現
今
の
村
役
場
の
薬
の
約
三
八
の
階
段
は
こ

の
時
は
任
じ
､
柑
西
に
延
び
'
野
間
の
氏
醐
洞
の
宙
に

も
常
時
四
-
五
尺
の
高
低
差
む
任
じ
､
何
れ
も
南
方
の

低
下
を
ポ
し
た
と
樽

へ
る
(簾
二
間
)
｡
光

村

に

は

地

下

水

噴

騰

し

.
泥

を
吹

き

Ⅲ

し

(
泥

丘

を
蕉

じ

ね

も

の
と

皿

は

る

)

土

地

に

阿

波

を

塵

じ

た

る
廃

も

多

か

っ

た

と

い

第 二 固

(上野附近攻･･政地謡地班恕'JtfE'L'･試)

ふ

｡

以

上

の
講

丹

荘

と

北
ハ
に

平

野

､

紫

藤

等

は

何

れ

も
倒
衆
多

-
､
被
客

が
多
か
つ

ね
0
新
居

相

の
西

村

部

落

は
梢

軽

-

'

波

野

田

は
被

害

澱

も
峰
-

以

西

は

以

来

の
部

群

に

比

L

t

梢

瞳

か

つ
ね

と

橡

ふ
｡

而

し

て
兼

務

方

の

服

部

朴

は

三

-

四

名

の

死

者

'<LJ
出

し

･

伊
,粥･J
上
野
に
放
け
る
安
政
地
.従
仲
井
に
常
時
の
地
麺
に
･S

い
て

た
る
は
過
ぎ
な
か
っ
た
｡
被
番
地
は
近
-
割
合
に
被
蕃

む
受
け
な
か
っ
た
地
を
迷
入
で
供
養
塔
を
建
て
た
も
の

の
様
で
あ
る
｡

地
.磁
資
料

田
-
､
上
勝
江
血
筋
恢
枇
･Tti
桝
川
嶋
甚
し
き
に
恐
れ
'
党
紀

に
参
り
止
柄
の
虚
'
大
地
綻
F
漸
-
命
を
拾
ひ
申
倣
｡
(
Il件
)

北
村
と
小
過
'
地
裂
け
湖
水
川
雑
巾
依

'

小
川
村

の
過
に
倣
｡
(
柿
)

野
岡
村
'
田
村
'
恥
村
と
坤
迦
殊
に
太
甚
､

.i
村
に
耐
死
者
八
十
億
人

に
及
び
t

.I
毅
九
人
恭
し
之
甘
加
､
七
人
迄
托
し
他
家
有
之
､
家
内
不

班
.a
維
低
家
も
御
鵬
低
､
此
地
本
と
目
地
に
和
之
低
虚
､
地
陥
り
､
長

さ
凡
そ
三
町
許
､
桃

1
町
許
之
湖
水
新
に
川
水
申
低
｡

(
略
)

党
紀
よ
り
格
ケ
傾
.
大
河
庶
附
近
上
野
術
迫
の
紀
番
Iiii-
.
伊
々
よ
り

泥
水
細
川
る
こ
と
二
三
ノ
.
衣
.iE
M
F畳
ハp
氾
之
中
に
な
り
'
又
は
地

中

へ
ゆ
す
り
込
低
家
も
村
之
｡
(
略
)

上

野
町

は

於

で
は

城
の

石

垣
倒
壊
等
の
外
に
西
方
低

地
小

田村
完
W
の
沈
下
が
政
も
顕
著
で
あ
っ
た
｡
即
ち

柘
植

川の
南
方
小
田
杵
地
内
及
束
村
の
地
内
の
田
面
は

一
丈
飴
班
下
し
､
河
水
は
乙
㌧
に
演
-
'
小
田
相
の
大

草
は
沼
と
化
し
た
と

い
ふ
0
但
し
大
震
前
か
ら
水
蜜
は

あ
っ
た
ら
し
-
捕
大
袈
裟
ら
し
い
が
'
何
れ
に
し
て
も

大
地
震
以
後
は
田
地
の
収
穫
減
少
し
'
村
民
は
困
窮
の

極
は
達
し
ね
｡
轟
両
の
際
は
其
の
寄

一
瞥
湛
し
-
.
遼

7
0
ソ
ー

二
七



地

球

節

二
十
六
谷

LJ>
金
村
現
在
の
上
野
城
比
の
北
酉
に
移
稗
す
る
の
止
む

在
F
u
は
至
っ
た
｡
つ
i,
い
て
鳴
石
附
近
の
川
底
を
掘
-

下
げ

で
治
水
な
行
ふ
rJ
と
J
な
み
､
明
治
十
年
七
月
に

は
竣
工
し
､
小
田
､
束

興
'
葎
宇
田
､
(
以
上
阿
井
郡
)

輿
市
'
串
阪
'
馬
苦
弊
'
清
水
(
以
上
上
野
町
)
の
譜
町

村
は
美
田
と
為
-
､
収
穫
を
玲
し
､
城
北
の
新
邑
は
此

届
建
株
'
朗
火
寄
蟻
､
鵜
犬
相
聞
-
の
盟
鶴
の
地
と
化

し
た
の
で
あ
る
｡
rJ
の
顧
未
は
現
在
小
田
村
役
場
の
北

方
に
建
立
さ
れ
た
る
記
念
碑

(
明
治
十
二
年
二
月
､
中

村
正
直
撰
文
)
井
に
村
役
場
保
称
避
水
移
住
始
末
書
に

明
か
で
あ
る
｡
中
村
正
直
撰
碑
文
の

一
部
は
次
の
如
し

伊
別

図
阿
邦

郡
､
今
些

t議
噺
節

九
砿

'
欠
如

紅
炎
南

'
長
川
川
界
井

田
､
而
牝
北
刷
版
部
材
納
三

川
琉
之
'
至
干
郡
蛸
'
三
川
命

令

'
赴
蛇

木
津
川
之
上
紙
'
常
其
陣
流
之
術
'
正
成
桝
潟
､
水
不
離
順
静
'
河
亦

0
0
0
0
0
0
0
0
0

肌
也
､
布
地
萩
舵
'
逆
浪
氾
混
'
滋

政

地

袋

後

典

寮

吏

祥

'
沖

鴻
虫
港

北
氏
､
以
邦
届
北
東
内
､
郎
念
拭
燐
､
艇
派
於
盤
'
起
堀
防
'雛
五
臓

渦
力
臆
断
'
甘
舟
施
工
'
耐
水
寄
獅
末
巳
也
､
(
下
略
)

中
村
新
太

郎
教
授
の
侶
琴

向
原
の
宙
を
剖
す
る
木
津

川
構
造
線
は
生
動
断
層
線
な
る
乙
と
は
既
に
静
め
ら
れ

て
居
る
こ
と
で
あ
る
が
'
安
政
元
年
六
月
十
五
円
の
大

第
二
維

TO四

二
八

地
震
に
於
Y
､
三
m
､

野
間
､
平
野
'
紫
藤
等
ほ
i,
求

西
に
近
さ
村
落
以
南
即
ち
､
朱
､
上
野
､
小
田
等
の
低

地
は
記
録
の
範
囲
で
は

-L
米
-
三
光
の
沈
下
聖
ポ
し
､

常
時
三
田
'
野
間
等
に
は
断
層
の
生
成
し
た
る
79
の
と

も
考

へ
ら
れ
る
.(第
二
同
)
.

史
に
､
乙
の
地
方
は
於
で
闘
-
盛
に
よ
れ
ば
､
政
見

地
震
､
江
濃
地
業
の
際
に
も
強
震
を
戚
じ
ね
と
言

ふ
が
､

被
客
は
大
在
ら
ぎ
む
し
が
如
-
.
記
憶
せ
ぬ
も
の
が
多

い
｡
昭
和
十

1
年
二
月
の
南
河
内
方
面
の
地
震
に
つ
い

て
は
三
重
牒
下
に
於
で
'
南
方
木
ノ
本
以
西
､
阿
多
和

方
向
も
濃
度
が
大
き
か
っ
た
が
ー
北
部
伊
賀
地
方
の
震

度
が
大
で
あ
っ
た

こ
と
は
'
粟
相
に
古
家
物
置
の
倒
潰

の
あ
っ
た
こ
と
有
壁
に
亀
裂
を
生
ず
る
も
の
が
あ
っ
た

rJ
と
な
ど
に
ょ
つ
て
も
知
れ
る
｡
潤
筆
は
際
し
て
小
円

村
役
場
よ
-
避
水
飴
米
審
の
寓
の
迭
附
其
他
の
便
宜
を

輿

へ
ら
れ
た
る
乙
と
に
的
し
､
謹
で
謝
意
を
衷
す
る
｡

(昭
利

十
1
年
三
月
二
十
)
日
柄
)


